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開
会
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た

吉
武
代
表
理
事
（
第
一
生

命
）
は
、
12
回
目
と
な
る
年

次
大
会
の
会
場
が
こ
れ
ま
で

の
学
士
会
館
か
ら
九
段
会
館

テ
ラ
ス
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
＆

バ
ン
ケ
ッ
ト
に
移
っ
た
こ
と

や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て

い
た
懇
親
会
が
今
回
か
ら
復

活
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

「
こ
の
場
所
で
の
初
め
て
の

開
催
で
あ
る
こ
と
も
含
め
、

今
回
は
記
念
す
べ
き
大
会

だ
。
ご
参
加
の
皆
さ
ま
に

は
、
最
新
の
ト
レ
ン
ド
や
技

術
に
触
れ
、
貴
重
な
知
識
を

得
て
い
た
だ
け
る
有
益
な
場

が
ご
提
供
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
会
社
は
違
っ
て
い
て

も
、
同
じ
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
業
務
に
携
わ
る
仲

間
と
ぜ
ひ
積
極
的
に
交
流
い

た
だ
き
、
新
た
な
つ
な
が
り

を
築
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
だ
」
と
語
り
掛
け
た
。

　
講
習
会
Ａ
で
は
品
川
氏
が

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
・
活
用
が
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
に
与
え
る
イ
ン

パ
ク
ト
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
こ
の
中
で
同
氏
は
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
の

施
策
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
が
76
％

を
超
え
、
24
年
度
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
・
介
護
保
険
証
・
運
転

免
許
証
の
一
体
化
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
紹

介
。
現
状
、
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
や
確
定

申
告
な
ど
の
活
用
が
進
ん
で

い
る
が
、
今
後
政
府
は
民
間

で
の
利
用
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
と
説
明

し
た
。

　
政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
」
で
は
、
乳
幼
児
健

診
や
特
定
健
診
、
薬
剤
情
報

な
ど
が
す
で
に
連
携
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
民
間
や
行
政
機
関

等
の
組
織
が
提
供
す
る
外
部

サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
電
子
申
請

を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
受
け

付
け
た
り
、
シ
ス
テ
ム
利
用

者
の
同
意
の

も
と
、
行
政

機
関
か
ら
入

手
し
た
自
ら

の
個
人
情
報

を
外
部
サ
ー

ビ
ス
に
提
供

す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
民
間
事
業
者
も
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
情
報
を
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
は
生
命
保
険
で
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

を
推
進
す
る
方
針
を
示
し
て

お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
本
人
確
認
や
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
の
電
子
私
書
箱
へ
の

電
子
書
類
の
送
付
、
行
政
機

関
が
保
有
す
る
公
的
情
報
の

利
用
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
将
来
的
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
に
よ
り
、
客
観
的
な
告
知

の
受
領
や
、
デ
ー
タ
で
の
健

診
結
果
の
取
得
が
可
能
に
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
同

氏
は
、
「
将
来
的
に
は
引
受

査
定
で
の
Ａ
Ｉ
導
入
も
進
ん

で
い
く
と
思
う
が
、
そ
れ
で

も
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

業
務
が
無
く
な
る
わ
け
で
な

く
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
業

務
の
遂
行
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

生
命
保
険
業
の
Ｄ
Ｘ
実
現
や

Ｃ
Ｘ
向
上
に
向
け
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
含
む
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
知
識
を
備

え
、
そ
の
活
用
法
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　
続
い
て
廣
瀬
氏
が
「
支
払

査
定
か
ら
見
る
引
受
査
定
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
告

知
義
務
違
反
に
よ
る
解
除

（
告
反
解
除
）
、
責
任
開
始

前
発
病
（
責
前
発
病
）
、
重

複
加
入
に
よ
る
重
大
事
由
解

除
（
重
大
事
由
解
除
）
な

ど
、
引
受
査
定
が
支
払
査
定

に
関
わ
る
場
面
は
さ
ま
ざ
ま

あ
る
。
そ
こ
で
同
氏
は
、
裁

判
例
や
、
以
前
に
相
談
を
受

け
た
事
案
な
ど
を
も
と
に
引

受
査
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
た
。

　
告
反
解
除
に
つ
い
て
、
保

険
法
55
条
は
①
保
険
者
は
、

保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者

が
、
告
知
事
項
に
つ
い
て
、

故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ

り
事
実
を
告
知
せ
ず
、
又
は

不
実
の
告
知
を
し
た
と
き

は
、
生
命
保
険
契
約
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
②
保
険

者
は
、
前
項
の
規
程
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合

に
は
、
生
命
保
険
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
、
生
命
保
険
契
約
の
締
結

の
時
に
お
い
て
、
保
険
者
が

前
項
の
事
実
を
知
り
、
又
は

過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ

た
と
き
―
と
定
め
て
い
る
。

　
告
知
事
項
と
は
、
保
険
契

約
に
関
す
る
「
重
要
な
事

項
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
い
う
「
重
要
な
事
項
」
と

は
、
そ
の
事
実
を
知
っ
て
い

れ
ば
、
保
険
者
が
保
険
を
引

受
け
な
い
、
ま
た
は
、
よ
り

高
い
保
険
料
な
ど
、
保
険
契

約
者
側
に
不
利
な
条
件
で
の

み
引
受
け
た
で
あ
ろ
う
事
項

を
指
す
。

　
同
氏
は
、
実
際
に
危
険
選

択
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
の

基
準
に
は
、
客
観
的
基
準
説

と
主
観
的
基
準
説
の
二
つ
が

あ
る
と
し
た
上
で
、
他
社
よ

り
も
厳
し
く
危
険
選
択
を
し

て
い
る
場
合
と
、
他
社
よ
り

も
緩
や
か
に
危
険
選
択
を
し

て
い
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
告
反
解
除
の
判
断
の

あ
り
方
を
考
察
し
た
。

　
こ
の
他
、
告
知
が
あ
っ
た

場
合
の
責
前
発
病
や
、
重
複

加
入
に
よ
る
重
大
事
由
解
除

な
ど
に
つ
い
て
、
引
受
査
定

の
段
階
で
で
き
る
こ
と
は
あ

る
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
見

解
を
示
し
た
。

　
続
い
て
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ

ッ
ク
部
会
に
よ
る
発
表
が
行

わ
れ
た
。
部
会
長
の
山
岸
正

樹
氏
（
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生

命
）
が
司
会
を
務
め
、
今
林

宏
一
郎
氏
（
大
同
生
命
）
と

稗
方
聡
子
氏
（
三
井
住
友
海

上
あ
い
お
い
生
命
）
が
、
22

年
11
月
以
降
の
活
動
内
容
を

報
告
し
た
。
今
期
で
第
３
期

と
な
る
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク

部
会
に
は
８
社
か
ら
10
人
が

参
加
し
て
お
り
、
参
加
者
が

協
議
し
て
決
め
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
知
見
を
持
っ
た
企

業
の
担
当
者
を
招
い
て
意
見

交
換
を
行
う
な
ど
の
活
動
を

進
め
て
い
る
。
報
告
で
は
今

期
の
活
動
と
、
直
近
の
テ
ー

マ
で
も
あ
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
連
携
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
利
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
考
察
を
紹
介
し
た
。

　
事
例
研
究
部
会
の
発
表
で

は
、
部
会
長
の
古
嶋
知
彦
氏

（
ス
イ
ス
再
保
険
）
と
メ
デ

ィ
カ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

千
田
尚
毅
氏
（
ジ
ェ
ン
・
リ

ー
）
が
司
会
を
務
め
、
石
橋

樺
菜
子
氏
（
住
友
生
命
）
、

田
代
絢
香
氏
（
日
本
生

命
）
、
出
雲
真
生
子
氏
（
ク

レ
デ
ィ
・
ア
グ
リ
コ
ル
生

命
）
、
妹
尾
あ
や
氏
（
エ
ヌ

エ
ヌ
生
命
）
、
熊
谷
美
歩
氏

（
マ
ニ
ュ
ラ
イ
フ
生
命
）
、

村
山
怜
子
氏
（
ア
ク
サ
生

命
）
、
岡
本
光
弘
氏
（
大
同

生
命
）
、
亀
谷
知
穂
氏
（
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
）
が

「
甲
状
腺
腫
の
評
価
」
と

「
正
式
診
断
名
不
明
の
肝
機

能
数
値
異
常
の
査
定
」
に
つ

い
て
、
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
検
討
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　
最
後
に
22
年
度
上
級
合
格

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
合
格

者
を
代
表
し
て
塩
見
勇
気
氏

（
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
）
が
ス

ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
22
年
か

ら
体
況
査
定
に
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
医
学
的

な
知
識
を
よ
り
深
く
吸
収

し
、
業
務
に
少
し
で
も
早
く

慣
れ
る
こ
と
を
目
的
に
上
級

試
験
に
挑
戦
し
た
と
い
う
同

氏
は
、
普
段
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
疾
患
名
や
医
学
用
語

を
記
憶
す
る
こ
と
に
苦
戦
し

つ
つ
も
、
心
臓
・
循
環
器
系

の
似
た
よ
う
な
名
前
の
紛
ら

わ
し
い
疾
患
に
つ
い
て
は
、

原
因
、
症
状
、
治
療
方
法
を

一
つ
一
つ
図
に
ま
と
め
る
と

い
っ
た
工
夫
を
実
践
。
地
道

に
学
び
を
継
続
し
た
結
果
、

合
格
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
と
喜
び
を
語
り
「
苦
労
は

し
た
が
、
医
学
知
識
だ
け
で

な
く
、
環
境
面
、
約
款
、
法

律
、
財
務
分
析
、
死
亡
率
、

再
保
険
な
ど
幅
広
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
業
務
に
お
け
る

前
提
知
識
と
し
て
支
え
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
業
務

で
体
況
査
定
を
多
く
経
験
す

る
と
と
も
に
、
継
続
的
に
医

学
知
識
の
習
得
も
行
い
、
環

境
査
定
、
体
況
査
定
両
方
の

観
点
か
ら
総
合
的
に
生
命
保

険
の
引
受
け
を
判
断
で
き
る

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
な
れ

る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
さ
ら
な
る
成

長
を
誓
っ
た
。

日
本
保
険
医
学
会
の
品
川
会
長
が
講
演

吉武代表理事

品川氏

廣瀬氏

約90人が会場に集った

合格者代表スピーチをする塩見氏（中央奥）

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会 

第
12
回
年
次
大
会
開
く

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
活
用
と
そ
の
影
響
考
察

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
（
吉
武
由
布
子
代
表
理
事
）
は
５
月
16
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
九
段
会
館
テ

ラ
ス
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
＆
バ
ン
ケ
ッ
ト
で
第
12
回
年
次
大
会
を
開
催
し
た
。
会
場
の
様
子
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
昨
年

に
引
き
続
き
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
講
習
会
Ａ
で
は
、
日
本
生
命
査
定
医
長
で
、
日
本
保
険
医
学

会
会
長
も
務
め
る
品
川
貴
郁
氏
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
・
活
用
と
保
険
業
界
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
講
習
会

Ｂ
で
は
、
内
幸
町
法
律
事
務
所
弁
護
士
の
廣
瀬
涼
平
氏
が
「
支
払
査
定
か
ら
見
る
引
受
査
定
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
講
習
会
の
後
に
は
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
部
会
と
事
例
研
究
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
研
究
結
果
を
報
告
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
度
資
格
試
験
上
級
合
格
者
表
彰
式
も
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
会
場
参
加
者
が
88
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
は
２

０
０
人
以
上
と
合
計
で
約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。


